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	ポイント

	
	・微量水分、微量油分測定用サンプリングについては、この方法は適用しない。
・サンプリングラインは金属管のこと。止むを得ずビニールホースを使用する場合はゆっくり流し、ビニールホース先端を液に浸す。

・高温油にあっては火傷防止の対策をとること。

(1)サンプル容器は清浄であること。

　　感光性試料の場合は褐色ビン又は缶に採取する。

(7)

ア.水の場合、残留ヒドラジン、溶存酸素測定時のみ口一杯までとる（この場合破裂しない材質の容器でとる）。但し残留ヒドラジン測定用容器で薬品をいれてあるものについては規定量サンプリングする。

イ.蒸気圧測定用及び揮発性留分を含むサンプルには内蓋をつける。

(11)サンプルクーラー内の腐食防止が必要な場合は、冷却水を抜いておく。

注意事項

○毒劇物、熱油等の取扱いには指定された保護具を着用すること。

○サンプリング時は操作場所を離れないこと。

○油、ガスのドレンはボンディングさせた金属製容器に受けること。
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サンプル名等を明確に表示する。





①バルブを開ける





冷却水を流す





②バルブを閉める





サンプル容器に８０％迄とる
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②バルブを閉める
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①バルブを閉める





②バルブを開けて脱液後、


②バルブを閉める





冷却水を止める





　容器にキャップをし、汚れをふきとる





終 了
























































冷却水





原油、白油のサンプリングは、採取管を容器の底部に差込んで取る





熱油
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熱





油





②








②バルブを少し開け、端切りをする





②バルブを少し開け、


サンプルをゆっくり容器へ流し込む
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